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れてきた。測地学審議会のもとに 1974 年から進められてきた火山噴火予知計画は 2008
年度で終了し、2009 年度からは地震予知計画と一体化した「地震及び火山噴火予知のため





































































































































































































































































































































































































































































































































　第 2 次（1979 ～ 1983）
・対象火山を「特に活動的な火山」と「その他の火山」に分類
・予知手法の開発、基礎研究の推進および火山噴火予知体制の強化
　第 3 次（1984 ～ 1988）
・火山の特性を踏まえたきめの細かい観測研究の拡充強化
・予知手法等の開発、火山噴火機構の基礎的研究等を推進




　第 5 次（1994 ～ 1998）
・マグマの把握を目指して、火山体の構造把握のための観測研究を実施
・マグマの活動や噴火現象に関連した幅広い基礎研究と新しい予知手法の開発を推進





















































































































































































































































































(World Organization of Volcano 























































































































































　富士山では 2000 年 10 月から
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専門は火山物理学。
火山観測データに基づく火山活動のモデル化や火山現象の数値シミュレーションを手がけ、
火山噴火の際に溶岩が流れる範囲を予測したシミュレーション図は、危険予測地図（ハザ
ドーマップ）の作成などに役立てられている。
